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活動を実践することで
見えた良点や改善点を
次に生かすことができ
た。
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交流が深まる内容を考える。
取り組みを把握し、活動
の幅を広げられた。

３ ３

１
見通しをもって活動を計
画することができた。

１年間計画を立てる。

【3.2】 【3】

２
職員間で日程や活動を話し合
う。

２
記録簿に全員が目を通
すことが習慣化した。

【3.1】

・地域との交流内容を以前より詳しく記録に残す
ことで、職員間で内容の共有・把握をすることがで
きた。

・グループホームの交流会では、ふれあい遊びが
できるようになり、子どもたちの良い表情や反応も
見ることができた。一方で、慣れない場で泣いたり
驚いたりする子どももいたため、お互いが少しずつ
親しむことのできる環境を作っていきたい。
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４ 計画したことを実践する。 ４

 
１・本園の教育目標     ・元気で明るい子ども     ・感謝の気持ち、豊かな心をもった子ども     ・思いやりのあるやさしい子ども

２・本年度の重点的に取り組む目標…表内赤文字

３・評価項目の達成及び取り組み状況                           取組と成果に関する評価結果…  A：とても良い   B：良い   C：普通     D:良くない（要検討）
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２

親近感を持って話をす
ることができた。

評価項目

評 価 指 標　　及び　　評 価 結 果
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保護者との信頼関係を図り、
子どもの成長を喜び合う。

４
信頼関係が深まり育ち
を共有することができ
た。

家庭での様子やささい
な出来事を伝える保護
者が増え、園とは違う子
どもの様子を知ることが
できた。

・コロナ渦で中止していた懇談会を再開した。   普
段、中々ゆっくり話せない保護者と話す事で、子ど
もの様子を共有することができた。

・日頃から保育者が保護者に積極的に挨拶をし
たり、子どもの姿を伝えたりする事で、親しんで話
してくれるようになった。今後も、些細な出来事を
気軽に相談できたり、安心して悩みを打ち明けた
りすることのできる環境づくりを引き続き心掛けて
いきたい。

理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　由

・今年度から、おたよりや連絡帳だけでなく、園生活の様子をSNSを利用して写真や動画を発信していった。園での子どもの様子が伝わり、親子間の会話が広がる
だけでなく、保育者との会話の糸口となりコミュニケーションを深める事が出来た。これからも、保護者にとって気軽に話せて相談しやすい存在でいられる様、信頼関
係を築いていきたい。

保護者とのコミュニケー
ションの一つとなった。

おたよりやホームページ等で
園での子どもの様子を知らせ
る。

 

１

連絡帳や送迎の際コミュニ
ケーションをとり、情報を共有
する。

子どもや保護者と笑顔で挨拶
を交わす。

３

２

３

重点目標

【3.2】 【3】 【3.1】

【3.1】
Ｂ

・コロナウイルスが収まってきた事で様々な地域の方との関わりが増え、以前より活動の内容が深まった。また、スキンシップ遊び等の活動を増やす
ことで、お互いの思いや反応が伝わり、徐々に親しみを持つことが出来た。今年度より始まったイベント等もあったが、コロナ渦で止まった交流の場
もまだあるので園発信で再開し、進めていける様に企画していきたい。
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〇総合的な評価結果
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　その結果、子どもの様子が保護者に伝わりやすくなり、親子の会話が広がっている。

　　また、園児たちは、信頼する職員に見守られ適切な支援を受けながら、いろいろな行事や地域との交流活動、学級内での当番活動にも取り組んでいる。

課　　　　題

 

HPやインスタグラムで、園の生活や行事の様子を写真や動画で発信したりしている。

　　そのような体験を積み重ねることで、他者への思いやりや集団への参加意識を高め、自律性を身につけている。幼稚園に行くのを楽しみにしていますか？

・職員間の情報交換、共有、共通理解に努める。

・危機意識の向上を図る。

具体的な取り組み方法

　①安全管理

　②教職員間の連携

 
〇学校関係者評価委員会の評価

 委員会実施日        令和　６　年　3　月 19 日 

 　　本年度は、家庭との連携をより深めるために、連絡ノートを通して日々の成長の様子を伝えるだけではなく、保護者会を開催したり、個人情報に配慮しながら

というアンケート項目に、９８％の保護者が肯定的な回答をしていることから、楠橋幼稚園の取組の成果が表れている。

　　次年度も、家庭や地域との連携を深めながら、子どもたち一人一人に応じた適切な支援を行っていただきたい。

〇今後取り組む重点的課題


